
第１３回日本アグーナリー 

Ｗｅ Ｃａｎ！ ふかめよう友情（ゆうじょう）！ひろげよう絆（きずな）！ 

日本アグーナリーは、キャンプを通じて、全ての参加者が障がいについての理解を深め、人格

と個性を尊重し支えあう社会の実現を目指すことを目的に４年に１回開催されています。 

第１３回は、令和６年８月８日から１２日にかけて福島・国立磐梯青少年交流の家で開催さ

れ、千葉県連盟からは参加隊に４８人、本部奉仕１３人、チャレンジクルー６人、派遣団本部５

人、合計７１人が参加しました。 

 

第１３回日本アグーナリーに参加して 

なぎさ地区 市川第３団 カブスカウト隊 北島 弘翔 

ぼくはばんだいの夕べでおかしを食べたり、わなげなどであそんだりするのがたのしかったで

す。他にもカレーを作って食べるのがたのしかっ

たです。だけどかまでたいたのでこげをあらうの

が大変でした。そしてぼくはボーイスカウトのキ

ャンプなのでかこくだと思いましたが部屋がきれ

いでうれしかったです。３日目に佳子様が来られ

てたまたま近くを通ったので話しかけてみたら、

返事をしていただけて、立ち止まってくれまし

た。でもぼくはきんちょうしてうまく話せなかったけど、うれしかったです。 

 

なぎさ地区 市川第３団 カブスカウト隊 杉田 光 

場内プログラムで竹細工で自分のマイカップをつくったことが一番心に残っています。ほかに

は、缶バッチで自分なりの絵を書き、革細工も細く

インクでぬったり、ドリームドームで夢を書いた

り、水合戦でみんなとはしゃいだりするのが楽しか

ったです。 

ほかには、場外プログラムでは、野口英世記念館

で英世さんのすごさや細菌の大きさ、特徴、増える

映像があって、ウイルスの働きなどもあってすごくわかりやすくて楽しかったです。 

最後に、ぼくにはどんな障がいがあろうと一緒あそんだり、おどったりしてすごく、すてきな

人たちだとぼくは思います。 

アグーナリー最高！！ 



なぎさ地区 市川第３団 カブスカウト隊 中根 綾菜 

私は１３回目アグーナリーでいろいろなことをしました。 

ばんだいカレーを作ろう！ ばんだいの自然と共に アグーナリーレンジャー ドリームドム

を作ろう！ 水合戦！ 癒しの森カフェ 竹細工 

革細工 缶バッジ作り キャンプハンディトレイル 

天体観測をやりました。 

また、場外プログラムでは、野口英世記ねん館に

行きました。野口英世記ねん館には、野口英世さん

が亡くなった当時、うでにつけていた時計、旅行バ

ック、せい服がてんじされていたりしました。 

野口英世さんが１９年間すごした家もありました。 

私は１３回目アグーナリーでさまざまな事をけいけんして、いろいろと勉強になりました。 

 

アグーナリーでたのしかったこと 

なぎさ地区 市川第３団 カブスカウト隊 北島 光莉 

１ばんたのしかったのはたけざいくです。なぜかというと、はじめてのこぎりをつかって、う

れしかった。たけはかたくてなかなかきれなか

ったけど、でもうまくきれて、やすりでけずる

とキレイになりました。２ばんめにたのしかっ

たことは、水でっぽうです。おとなも子どもも

たくさんの人であそんだのがたのしかった。カ

フェでたべたポップコーンもおいしくて、たの

しいことだらけの５日間でした。にもつがおも

かったり、一人ではできないこともあったけ

ど、みんながたすけてくれて、たのしくキャンプができました。 

 

 

 

 

 

 



なぎさ地区 市川第３団 カブスカウト隊 堀江 権之介 

アグーナリーで楽しかったことは、カコさまがきたとき

と、水がっせんでみんなとうちあえたことと、カレーを作っ

たことと、新聞にのったときと、ベコリングをもらったとき

と、リングを作ったときと、〇〇ちゃんをいっぱい作れたと

きと、ねるときねれなくて男３人で話してたときと、いろん

なプログラムをできたことです。かなしかったのが、ばんだい

のしぜんとともにでカモフラージュができなかったことと、

新聞ででたときがちょーちっちゃいときと、くみちょうじち

ょうかいぎがながくてねられなかったときです。 

 

アグ ナリーの思い出 

なぎさ地区 浦安第 2団 ローバースカウト隊 長平 天地 

キャンプ中外でテントを建てました。プログラムで鯉のぼりに絵を書きました。つりもしまし

た。 

千葉県派遣隊で健太君や仲田隊長、目黒さん、岡島リーダーと楽しく過ごしました。 

食事はカレーライスが一番おいしかったです。 

千葉県の代表になって佳子内親王殿下に挨拶しました。 

ボーイスカウト楽しいですと答えました。 



スカウトの支援を通して 

うみかぜ地区 千葉第１団 ローバースカウト隊 村上 のの子 

 今回のアグーナリーに向け、目標をもって参加しました。障がいをもつスカウトのニーズを探

りながら支援に当たること、スカウト同士の関わり合いをよく観察し、自らよく働きかけること

でスカウトの充実した活動につなげることでした。 

私は参加隊に付いて、障がいをもつスカウトの支援に当たる役目を担いました。まずは、どの

ようなことができ、どのようなことに困り感を覚えるのかを関わっていく中でよく観察すること

を心掛けました。自分のことは難なくこなすが、周囲の状況を把握することが難しいのだな、集

合時間から逆算して物事をこなすことが難しいのだな、などと共に活動するなかで見えてくるよ

うになりました。 

スカウトを観察し、実態を把握するだけでは支援とは言えません。観察しながらも、より充実

した活動となるための手助けをしなくてはなりません。ここで気をつけたのは、支援する場面と

見守る場面の区別をすることでした。この判断はとても難しいものでした。本人にやらせるべき

活動ですが、時間の都合でついサポートをしすぎてします。教えるだけでなく、どうしたらよい

かスカウトに問いかけることで、自分で達成したんだという実感を持たせるようにしたかったの

ですが、その機会を奪ってしまったこともいくつかあったと思います。 

昨日できたことでも、今日の気分次第では難しくなります。本当にできないことなのか、甘え

ているのかを見極め、ときに耐えて待つこともスカウトの成長のために大事なことなのだと学び

ました。 

 今回、アグーナリーを通して最も重要だと考えたことは、スカウトが活動を通して達成感を味

わい、楽しいと感じることです。障がいの有無に関わらず、誰しもがスカウト活動で達成感を味

わうためにはそのための支援や工夫が欠かせません。自分でできることは自分でやる。ひとりで

はむずかしいことをやり遂げるために仲間がいる。支援者の視点としては、褒めることでスカウ

トに達成感を与えられると思います。

その子に合わせて、些細なことでもで

きたことを褒め、自信につなげるので

す。 

 インクルーシブなスカウト活動を実

現するためのヒントと課題を得ること

ができ、充実した経験となりました。

今後のスカウト活動および学業につな

げ、障がいの有無に関わらず、すべて

のスカウトのちかいとおきての実践に

貢献したいと思います。 



第１３回日本アグーナリーを終えて 

うみかぜ地区 千葉第６団 ローバースカウト隊 山田 佳樹 

 私はこの度、本部スタッフの活動サービスセンター員として２つのプログラムを担当しまし

た。 

 場内プログラムでは、防災をスカウトに向けて説明する業務にあたりました。「災害が発生

した際の備え」という内容をどのように効果的に伝えるかを考えながら進行することは難しさを

伴いましたが、後輩スカウトの理解度に応じて説明をすることで、対応力の向上に繋げることが

できました。 

 場外プログラムでは、外国

スカウト派遣隊の添乗員とし

て、目的地の紹介や現地での通

訳などの業務を担当しました。

大会を通じて、多様なスカウト

と上手に交流していくために

は、１人ひとりのニーズを察知

し、必要に応じて適切に「声が

け」を行うことが大切であると

学びました。 

また本大会には自身の弟も参

加し、今後のスカウト活動にお

ける関わり方を学ぶ機会となりました。様々なスカウトとの交流を通して身につけた洞察力、ど

のような要望に対しても対応できる柔軟性を、これからの活動に繋げてまいります。 

 

第１３回アグーナリーを終えて 

うみかぜ地区 千葉第１団 ベンチャー隊長 十枝初重 

 今回アグーナリーに初めて参加しました。まず、ジャンボリーとどう違うのかという点では、

舎営と野営があり、個人の状況に合わせて選択してグループ活動ができていました。 

カブスカウトは５日間の舎営生活を通して、時間を守りながらプログラムを思いっきり楽しん

でいて、この年代での５日間の集団生活はとても貴重だと思いました。また、ボーイスカウトは

舎営と野営に分かれて生活していてプログラムを楽しめる余裕を感じました。 

ベンチャースカウトはチャレンジクルーとして参加していて、いろいろな活動の支援をしていま

した。今回自隊のベンチャースカウトの参加はありませんでしたが、次回は是非体験してほしいと

感じました。私は県連派遣団として参加する中で、アグーナリーの体験を自団に伝えたいと思いま



す。 

テーマは「Ｗｅ Ｃａｎ！ ふかめよう友情、ひろげよう絆」です。日本アグーナリーは、キ

ャンプを通じて、全ての参加者が障がいについての理解を深め、人格と個性を尊重し支え合えあ

う社会の実現を目指すことを目的とする。私はアグーナリーを通して、目的を十分に達成できま

した。 

台風が迫る中での運営は大変だと思いますが、さすが安全面の配慮が素晴らしかったです。一

つ希望を言うとしたら食事の栄養バランスがとれていたらもっと良かったと思います。アグーナ

リーの運営、協力、参加した皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。次のアグーナリーでまた会え

たらうれしいです。ありがとうございました。 

 

うみかぜ地区 市原第６団 カブスカウト隊副長 松沢 由美子 

「一緒に行きましょうよ」の言葉に、自分にも参加することができるのだと気付いたのは初夏

になっていたころでした。ワクワクドキドキしながら準備を進め、あっという間に８月７日を迎

えました。初日の午後は大雨が降りテントが水没するというハプニングがありましたが、翌日の

参加者の皆さんの集合時には良いお天気となり一安心。 

 さて、私は活動サービスセンターに配属となり『君は名カメラマン』のブースの担当となり

ました。そこは参加者の皆さんが会場で撮影した『これは！』という写真を持ってきてもらい背

景に乗せて絵葉書を作成するという内容です。スカウトの目線の写真、指導者の撮ったスカウト

の写真、風景の写真・・・他のブースや会場内に出ることのできなかった私にもアグーナリーっ

てこんなことをしているのねと教えてくれるような写真の数々でした。共通していることは、み

んな楽しさや希望に満ち溢れてキラキラとしていたことです。アグーナリーの一瞬を移した絵葉

書が記憶の一枚となりますように。訪れてくれた心身に障がいを持たれた方とバディの方との会

話に多くのことを学ばせていただきました。そして、海外からの方との交流に、もっと英語が話

せれば・・・と思うこともありましたが必要なのは言葉ではなく相手を思う心だと改めて実感す

ることができたプログラムでした。 

アグーナリーには本当に様々な方々が参加しています。海外からの参加、日本中から集う多く

の方。それはジャンボリーとも共通していると思いますが、アグーナリーはもう一つ障がいのあ

るなしに関係なく、言語も文化も関係なく思いやれる場であり、優しい空気が満ち溢れていまし

た。素晴らしい大会に参加させてくださりありがとうございました。 

 

 

 

 



地区の諸活動紹介 

 

２０２４年度 うみかぜ地区ビーバーラリー２０２４ 

「みんなあつまれ おおきな わ」 

千葉第６団 ビーバースカウト隊長 高橋 光浩 

  （ビーバーラリー２０２４実行委員会 実行委員長） 

令和６年度うみかぜ地区ビーバーラリーが、令和６年９月２９日千葉ポートタワー横芝生広場

にて開催されました。ビーバースカウト５８名、一般参加者１８名、兄弟参加２２名、指導者５

０名、保護者６０名、他９名、合計２１７名が集まり楽しいラリーになりました。 

テーマを、ビーバーせかいり

ょこう「みんなあつまれ・おお

きな わ」と題し、６つのブー

ス 

（エジプト、中国、アメリ

カ、フランス、イタリア、ブラ

ジルにちなんだ）でゲームをし

ながらパスポートを持ち回る世

界旅行を実施しました。 

参加したスカウトからは、

「フラフープでピラミッドをつかまえろ」では、点数が取れたのが楽しかった・「水中のグラス

にコインを入れろ」では、カブスカウトの先輩がていねいに教えてくれて楽しかった。「月まで

飛ばせ紙コップロケット」では、紙コップを飛ばすのが楽しか

った。「パラリンピックで体験ボッチャ」では、ぶつけるのが楽

しかった。「ピサの斜塔」では、段ボールを積み上げるのが楽し

かった。「アマゾン川で大物を釣り上げろ」では、楽しかったが

問題が難しかった。などの感想が寄せられました。 

うみかぜ地区では、今年度は千葉エリヤと南総エリヤの２回

のビーバーラリーを予定しています。近年各隊少人数での活動

になる中、ビーバーラリーをとおし多くのスカウトと自然の中

で皆となかよく元気に遊ぶことができとても良い時間を過ごせ

たと思っています。千葉市内の小学校の１，２年生にはチラシ

を配り、当日多くの参加者が来てくれたことは、今後の活動の

励みになりました。 



本年は千葉県連盟結成７５周年の記念事業として開催をいたしました、１００周年に向け、う

みかぜ地区ビーバー隊が大きな輪ができていくよう頑張りましょう 

 

楽しかったデイキャンプ 

    うみかぜ地区 市原第７団ビーバースカウト隊長 小西 啓子  

当隊の夏のデイキャンプは、８月１１日に富津第１団野営場をお借りして行いました。７年振

り団キャンプのキャンプファイアに参加するため１５時開始

です。野営場の展望台まで探検ハイキング、貝殻で工作、団

夕食会、団キャンプファイアのプログラムです。 

ビーバースカウトたちは、『秘密の地図』を持って、ワク

ワクしながら展望台に出発しました。「虫がこわかったけ

ど、がんばって歩いた」、「セミの抜け殻をたくさん見つけ

た」。 

そして、たどりついた展望台では「海が見えた！キラキラ

していた」。そして、そこから見えた海岸の貝殻をシールやビ

ーズなどで飾り付けました。これがデイキャンプの記念品で

す。団の仲間との夕食会は、豚丼とフルーツポンチです。「お

肉がすごくおいしかった。お肉だいすき」、「フルーツポン

チのサイダーがブワッとなってすごかった」（フルーツポン

チの仕上げにボールの中央に置いたサイダーにラムネを投

入しました） 

 

いよいよ夜になり、

ちょっとドキドキの

キャンプファイアで

す。「キャンプファ

イアで踊ったアブラ

ハムの子が楽しかっ

た」と言いながら「♪アブラハムには７人の子～」と歌っ

てくれました。ビーバースカウトにとっては、初めてのキ

ャンプファイアでしたが、燃え上がる炎からほた火になる

までのプログラムを体験し、何かを感じ取ってくれたと思

います。 



キャンプで楽しかったこと 

なぎさ地区 船橋第１４団 カブスカウト隊 長津 駿斗 

 ９月１４日～１６日千葉市少年自然の家に行きました。 

まず１日目は、カレー作りがみんなで協力できたの

で、前回より時間はかかったけれど、その分おいしくでき

ました。 

夜の森は初めてで、少し不気味でした。いつ動物にお

そわれるかわからないのが、スリルがあってどきどきしま

した。空には１等星が見えて、とてもきれいでした。寝

るときは、まど側だったので、いつイノシシがでてくる

かヒヤヒヤしてなかなか寝れませんでした。電気をみんな

にお願いしてつけてもらえて安心しました。初めてのねぶ

くろはポカポカで気持ちよかったです。 

２日目は、森で遊びました。「ジャングルの中をぼうけんだ！」でポイントを回るのはつかれ

たけど、楽しかったです。まがたま作りはヤスリ

でけずるのが大変だったけど、作り終わった後の

達成感がよかったです。キャンプファイアは、予

想以上に燃え広がっておどろきました。熱かった

です。 

 

 

 

３日目は、クライミングウォールをしました。ルー

トを考えてがんばって登ったけど、じっさいに登るの

がむずかしくて失敗しました。またリベンジしたいで

す。初めての２泊３日の舎営は、とてもつかれたけど

良い思い出になりました。 

 

 

 

 



リバモア－・四街道ボーイスカウト合同キャンプ 

         おおとね地区 四街道第２団 ボーイ隊長 吉岡 美奈子 

標記の合同キャンプは今年で満３８年、通算１５回目で日本での開催となりました。実施した

たくさんのプログラム中、富士登山の紹介をします。 

今年は山小屋の予約がまったく取れず、やむなく日帰り登山と 

なりましたが、午前３時５合目出

発で時間の余裕は十分でした。しか

し登頂できるか不安ではありまし

た。また、自分との戦い、お互いを

思い合いながら同じ目標に向かって

前進していく姿は感動でした。会話

できなくても休憩する度に快（ボー

イスカウト／息子）はリバモアのス

カウトとハイタッチを交わしていま

した。また辛い９合目では少し先に

いる遼真くん（ボーイスカウト）が

快を何度も心配そうに見てくれていました。快に何度も「どうする？やめる？」と聞いても「や

めない、絶対に行く。」と諦めませんでした。山頂ではリバモアのスカウトたちが出迎え自然と

ハイタッチ。きっと彼らは、かけがえのない何かを得たと確信しています。 

また下山中では転倒して大量に出血している高齢男性をリバモアの隊長と協力して応急処置し

ました。 

私たちは下山を急いでいたのですが、

日米両国のリーダーは同じ「日々の善

行」の気持ちを持って対処しましたし、

それを日米両国のスカウトたちはしっか

りと目に焼き付けていました。大人にな

った時、自然に誰かを助けられる人にな

れるに違いありません。 

 

 

 

「リバモア隊との交流を終えて」 

            おおとね地区 四街道第２団 ボーイスカウト隊 吉岡 快  



 私は、今回のリバモア隊との交流を終えてたくさんのことを学びました。例えば、リバモア

隊のスカウトが登山中に息切れすることなく登っていたので、どうして息があがらないのか聞い

てみると、彼は日常的に空気トレーニングという酸素が少ない場所でも活動できるようなトレー

ニングをしているので慣れていると答えました。他には、いかだづくりを行った際には、彼らは

自分以外の人が試している様々な結び方を見てから、いかだの強度を高めるためにはどのように

結べばいいかを、大人に聞かなくとも自分た

ちで考え結ぶことができていました。しか

し、私は、それを見ているだけで率先してリ

バモア隊のスカウトたちのように自ら考え行

動することができませんでした。これを機に

自ら考え、行動することを心がけていこうと

思いました。 

私は、英語が全く話せませんでしたが、登

山中は休憩する度にリバモア隊の人々とハイ

タッチを交わすことを心がけていました。登頂に時間がかかりましたが、頂上では、リバモア隊

のスカウトたちが待っていて、あちらからハイタッチをしてくれ登頂できた喜びや努力を称えあ

うことができました。言葉の壁に臆することなく積極的の交流を持とうとしたことが互いの距離

を縮めることにつながったと感じました。 

 最後に、今後はこの経験で得たことを日常の生活でも忘れることなくボーイスカウト活動に

活かしていきたいと思います。 


